
’

一
‐
Ｉ
・
’
，
，
・
，
８
８
●
且
Ｕ
Ｌ
Ⅱ
ｒ
ｏ
ｄ
・
Ｐ
Ｅ
Ａ
７
匹
８
Ｊ
・
ク
８
ｚ
ｏ
Ｏ
Ｂ
Ｈ
Ｊ
９
員
§
。
６
１
０

町の人口と世帯数~

■
弓
止
■
ｒ
■
■
■
■
且
■
▼
且
■
■
Ｆ
▲
守
酊
■
■
■
１
▲
▽
●
凸
■
悪
１
■
Ｊ
■
■
■
Ｌ
■
ｑ
呂
弓
、
▲
句
且
■
■
■
画

’
1

|：人口

7,381

7，503

14,884

3,611

(S50.1.1現在）

’’I 世帯数

発行青森 県金木町役場編集企画室

画mllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllHlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

ｰ
！

‐

』鹿込

虎』

｜I
一

一

豆

Ｉ
ｌ
ｌ

ｰ、炉

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
』
ワ

ご
ざ
い
ま
す

町
長
大
橋
忠
勝

助
役
花
田
柾
義

教
育
長
伊
藤
久
雄

町
議
会

誌
長
木
村
金
利

副
議
長
野
宮
雄
造

監
査
委
員
田
中
豊
蔵

″
″

長
内
誠
三

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
中
西
慎
一

維
耀
率
高
杉
武
太
郎

農
業
委
員
会

会
長
其
田
豊
一
↓

会
長
代
理
吉
田
兼
一

″
″

木
下
俊
蔵

１

１
－

一ー

『~一一号月日ニニ:＝6ヨーニ己＝理:；:－冒一 一ニーーニー一--＝=二一一‐二－一 二 一 一 二 ＝ ＝ ＝ ー

二 二一一冒邑冒冒＝ｰ 一一三-一一~訂一一二二二一

（1）第131号 昭和50年1月号

幽』

編 I
IⅢ剛剛
一

i噌誼
Ⅲ！

ゞ
Ｉ 剛

丙
▲

||ⅢlⅡllllll

鵬
淵’



MIlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

昭和五十年

一

艇
業
と
観
光
の
町
と
し
て
の
発
峡
を

期
し
て
撫
般
の
施
策
を
緋
じ
て
い
き
た

い
。

Ｎ
、
雌
、
地
元
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
小
川
川
ダ
ム
を
堆
幹
と
す
る

一
連
の
土
地
改
良
鞭
業
を
進
め
る
一
方

で
米
作
依
存
典
業
か
ら
脱
皮
し
、
年
間

を
通
し
安
定
し
た
典
業
収
人
を
確
保
す

る
た
め
、
畑
作
と
帝
雌
の
振
興
を
側
る

畑
作
に
つ
い
て
は
〃
○
○
加
以
ｋ
と

い
わ
れ
る
遊
休
畑
や
脱
野
を
活
川
し
、

今
や
金
木
町
の
特
産
物
と
し
て
の
椰
価

を
得
て
い
る
煙
い
も
、
ニ
ン
ニ
ク
、
菜

た
ば
こ
を
は
じ
め
、
各
郁
野
菜
の
作
付

を
奨
励
し
、
近
隣
の
市
町
村
は
も
ち
ろ

ん
、
将
来
は
県
外
ま
で
販
路
を
拡
捉
し

た
い
・

畑
作
の
振
興
に
伴
い
、
昭
和
川
十
九

姉
や
か
し
い
新
春
を
〃
ぎ
、
縦
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

刷
り
み
ま
す
と
、
昨
年
ほ
ど
内
外
と
も

に
史
上
雌
大
の
多
幌
多
難
な
年
は
な
か

っ
た
と
忠
い
ま
す
。
そ
の
雌
も
大
き
な

脈
閃
の
一
つ
は
な
ん
と
い
っ
て
も
オ
イ

ル
・
シ
ョ
ヅ
ク
で
、
そ
れ
に
伴
い
物
価

が
異
術
に
商
騰
し
、
Ⅱ
揃
生
祇
必
滞
仙

公
此
料
金
が
孵
披
み
に
仙
上
げ
さ
れ
、

川
民
生
活
が
極
端
に
苦
し
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
脚
も
従
来
ま
で
の
商
座
経

済
成
踵
政
策
か
ら
一
転
し
て
総
怖
哩
抑

制
策
へ
と
惟
換
さ
れ
た
た
め
、
極
鹿
の

イ
ン
フ
レ
と
不
況
に
摘
ま
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
末
に
発
足
し
た
新
内

閣
が
、
こ
れ
ら
》
趣
の
鬼
服
、
社
会
的

町
長
大
橋
忠
勝

町
議
会
誰
煙

木
村
金
利

不
公
平
の
避
正
弊
に
取
り
組
む
こ
と
を

爪
点
政
策
と
し
て
い
る
の
で
大
い
に
期

符
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
我
が
金
木
町
と
し
て
は
、
念
願

の
中
央
公
民
餅
が
光
成
、
上
水
道
郡
業

も
粁
々
進
捗
し
つ
つ
あ
り
、
本
年
中
に

は
金
木
町
金
城
に
給
水
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
趾

の
特
搬
の
絶
大
な
る
ご
協
〃
の
隅
と
災

心
よ
り
感
謝
申
し
ｋ
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
町
の
財
政
状
況

を
兇
ま
す
と
、
地
力
、
治
体
の
金
川
的

慨
向
と
は
申
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
芳
し

く
な
く
、
今
後
の
町
づ
く
り
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
我
々
は
仇
氏
の
代
表
と
し

て
、
断
間
、
鬼
服
し
て
行
き
た
い
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
雌
の
拷
様
の

暖
か
い
ご
桁
導
、
ゞ
こ
鞭
燵
を
心
か
ら
お

願
い
巾
し
止
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
腱
に
お
い
て
拭
験
的
に
実
施
し
好
押

だ
っ
た
野
菜
市
を
定
藩
さ
せ
、
商
店
に

圧
迫
を
加
え
な
い
よ
う
配
応
し
つ
つ
、

消
掛
者
と
生
藤
者
の
利
益
を
守
っ
て
ゅ

〃
く
、
◎

畜
産
に
つ
い
て
は
肉
牛
の
主
産
地
形

成
を
Ｍ
る
た
め
、
脚
が
Ⅲ
十
年
腱
に
精

工
す
る
此
川
利
川
椣
範
牧
場
金
木
川
地

の
促
進
を
図
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
町

有
牛
岱
付
川
腱
を
新
没
し
、
飼
育
噸
数

を
琳
加
し
た
い
。

観
光
伽
に
お
い
て
は
、
上
舎
ハ
の
災
林

に
Ⅲ
ま
れ
た
小
川
川
ダ
ム
と
芦
野
公
剛

漉
の
川
脈
を
紬
ぶ
観
光
ル
ー
ト
を
硴
立

す
る
た
め
、
自
然
休
養
村
の
早
期
杵
肛

に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、
中
央
公
趾
蛇

の
太
宰
治
涜
料
顎
を
允
火
し
、
郷
士
の

伽
Ⅲ
皿
鰹
し
た
い
。
そ
の
他
継
続
堺
業

で
あ
る
止
水
通
、
再
良
巾
小
乍
校
の
建

没
を
造
ｒ
し
、
住
七
道
路
、
老
人
締
祉

９
Ｊ
〃
勺
ノ
ー

対
策
に
も
努
力
す
る
。

大
桶
川
蛙
は
、
就
任
し
て
い
ら
い
は

じ
め
て
の
ト
ー
〃
予
測
を
町
民
の
た
め

に
役
立
て
た
い
、
と
思
い
、
卓
球
台
四

台
を
川
憐
林
料
へ
お
き
、
ま
た
、
各
小

中
喉
校
へ
は
Ｍ
件
を
寄
付
し
た
。
物
価

商
の
お
り
Ｍ
件
岱
に
こ
ま
る
小
中
学
校

で
は
、
脚
祥
の
内
奔
が
ふ
か
ま
り
、
子

供
た
ち
に
よ
り
多
く
の
本
が
よ
ま
せ
ら

れ
る
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。

◆イ

ト
ー
〃
二
十
七
Ⅲ
、
金
木
町
中
央
公

民
師
で
、
七
十
汎
歳
以
北
の
老
人
を
雌

め
て
忘
年
会
が
行
な
わ
れ
た
。
片
岡
八

千
雄
（
金
木
文
化
学
院
々
災
・
金
木
幼

稚
剛
々
災
）
・
野
呂
正
（
野
Ｈ
地
気
間

会
社
災
）
・
松
品
伽
栄
（
松
肋
菓
子
峅

啼
樅
）
・
一
》
Ｉ
光
弘
（
柔
止
接
什
院
々

災
）
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
寄
附
金

雌
め
に
ま
わ
り
、
そ
れ
で
も
っ
て
掛
川

が
ま
か
な
わ
れ
た
。
寄
附
金
は
総
額
で

町
民
の
善
意

小
・
中
学
校
へ

図
書
を
寄
付

老
人
の
忘
年
会
行
わ
れ
る

寄
付
金
は
二
十
七
万
二
千
円

凸

大
橘
町
及
よ
り
耐
ら
れ
た
卓
球
セ
ヅ

卜
が
、
役
場
前
の
Ⅲ
憐
林
科
に
配
匿
さ

れ
、
小
・
中
学
生
の
あ
い
だ
で
愛
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
使
用
時
川
は
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
侃
時
ま
で
で
す
が
、
時
間
一

を
守
ら
な
い
人
が
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
使
…

用
し
た
あ
と
は
、
姉
除
を
す
る
よ
う
心
ゞ

が
け
ま
し
よ
う
。

二
十
七
万
二
千
円
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の

中
に
は
、
町
挺
・
助
役
か
ら
あ
わ
せ
て

肌
刀
円
、
花
川
・
脈
川
膿
縦
会
議
典
か

ら
各
肛
千
円
な
ど
が
あ
る
。

川
席
者
は
、
全
部
で
一
三
○
名
で
あ

っ
た
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
民
謡
を

聞
き
な
が
ら
、
酒
を
く
み
か
わ
す
お
じ

い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
に
は
、
今

年
も
無
螂
に
お
く
れ
た
よ
ろ
こ
び
で
み

ち
み
ち
て
い
た
。

運
動
不
足
解
消

卓
球
大
流
行

1

1
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．知事選挙名簿登録者数と投票所名および投票時間挙なl.!が去。◎
任
期
満
了
に
よ
る
県
知
聯
選
挙
は
、

去
る
一
凡
八
Ｈ
杵
示
さ
れ
、
二
〃
二
冊

が
投
票
日
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
知
那
選
挙
は
、
県
民
の

Ⅱ
術
生
活
、
と
く
に
腱
業
や
物
価
問
題

な
ど
私
た
ち
に
も
血
接
関
係
の
あ
る
選

挙
で
す
。

一

登録者

男｜女

数

計
投票 所 名 投票時|川

２
月
２
日
投
票
日

不
在
者
投
票
は
二
月
一
Ｈ
ま
で

第1投 票所

(驚部の_斑）
人

1，790

人

2，069

人

3，859

午前7時から
午後6時まで

第2投票所
／ 川倉 1
（ 藤枝ノ

″
″

453 490 943

第3投 票所
／蒔田、神原1
1沢部の一部ノ

〃
″

270233 503

第4投票所

(豊柏鳶）
″
″

で
す
か
ら
、
大
切
な
一
票
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
す
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
ま
た
、
こ
の
た
び
の
投
票
は
、
「
記

号
式
投
票
」
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

記
号
式
投
栗
の
方
法
は
、
投
票
川
紙
に

候
補
者
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、

1，283 l、377 2，660

第5投 票所

（喜良市）

″
″

861 922 1,783

午前9時から

午後5時まで

穂鵬醇

＞ﾝ＝

戸第6投票所

（大東ケ丘） 40 42 82

登録者合計
9，8304，660 5,170

④登録者数昭和50年1月7Ⅱ現在
第6投票所投票時間の繰下げ繰上げについては昭和49年12月17日県選管承認

そ
の
氏
名
の
止
の
欄
内
に
○
印
を
（
投

票
所
に
○
印
を
誰
肺
し
ま
す
。
三
つ
押

す
だ
け
の
簡
単
な
方
法
で
す
。
で
す
か

ら
、
い
ま
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
、
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
自
丼
す
る

方
法
と
比
べ
て
、
非
術
に
鯆
単
で
、
し

か
も
す
み
や
か
に
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
次
に
投
票
当
Ｈ
、
や
む
を
得
ず
、
投

票
所
に
川
向
い
て
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
金
木
町
選
挙
管
理
委

貝
会
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
の
で
、
是
非
投
票
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
・

不
在
者
投
票
の
期
間
は
一
〃
八
Ｈ
か

ら
一
一
月
一
側
ま
で
、
毎
Ⅱ
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
金
木
町
選
挙
管
理

委
貝
会
に
間
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
移
り
変
っ
て
ゆ

く
で
し
ょ
う
か
。
政
治
的
関
心
は
も
ち

ろ
ん
、
経
済
的
不
況
と
不
安
に
お
の
の

き
、
ま
た
、
社
会
的
に
も
確
た
る
見
通

し
が
立
て
ら
れ
な
い
…
…
と
い
う
の
が

私
た
ち
現
在
の
実
椿
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。こ

う
い
う
社
会
情
勢
の
中
で
も
、
な

ん
と
か
共
に
生
き
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら

蕊お
困
り
の
方
に
も
楽
し
い
お
正
月
を

”

(田中博彦君）

’
◎
毎
同
、
一
事
選
挙
は
、
厳
寒
の
し
か

も
降
雪
時
期
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
が

今
回
も
金
木
町
選
挙
符
理
委
貝
会
で
は

町
当
肋
及
び
県
関
係
機
関
と
も
充
分
連

絡
を
と
っ
て
、
投
票
Ｈ
は
除
雪
車
の
総

川
動
を
お
願
い
し
、
幹
線
道
路
は
も
ち

ろ
ん
、
各
投
禦
所
へ
通
じ
る
道
路
の
除

雪
に
は
万
全
を
期
し
て
、
有
権
者
の
み

な
さ
ま
に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
計
画
を
た
て
て
お
り
ま
す
。

◎
立
会
演
説
会
日
程
決
ま
る
。

立
会
演
説
会
は
、
卯
内
八
市
に
お
い

て
の
み
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
一

期
と
第
二
期
に
わ
け
て
延
十
一
会
場
で

い
ず
れ
も
午
後
六
時
概
説
開
始
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
北
五
地
区
で
は
、
一
〃
二
十

五
日
に
五
所
川
陳
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

な
い
運
命
と
い
う
も
の
を
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
さ
せ
、
私
た
ち
の
胸
も
熱
く
な

る
四
人
の
善
行
者
が
お
り
ま
す
。

こ
の
善
行
は
、
年
の
瀬
に
ふ
さ
わ
し

く
、
胴
っ
て
い
る
か
た
が
た
に
上
げ
て

く
だ
さ
い
と
、
拾
得
返
還
金
や
、
日
頃

た
く
わ
え
た
お
金
を
寄
附
し
た
も
の
で

す
。

町
で
は
、
こ
の
義
扱
金
を
恵
ま
れ
な(岩間清作さん）

ま
た
、
こ
の
善
行
者
と
、
そ
の
善
意
一
一

い
か
た
が
た
や
、
各
樋
社
会
隔
祉
施
設

に
配
分
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。内

群
は
次
の
と
お
り
で
す
。
“剛

金
木
町
大
字
嘉
瀬
学
上
小
栗
崎
辮冊

・

伊
藤
定
行
（
定
男
三
男
十
上
才
）
蝿

菩
行
蝿

た
制
辨
唯
諦
殿
報
謝
耕
諦
吟
岫
蹄
珊
社
鐸

斗
叩
唯
訓
嶮
匡
諦
咋
叩
檸
叶
和
睦
坐
蝿
一

の
満
期
に
よ
る
返
還
金
と
、
数
年
間
少

し
ず
つ
た
く
わ
え
た
現
金
二
千
二
百
三

金
木
町
大
字
蒔
川

冒
一

川
中
博
彦
（
璽
隆
二
男
金
中
一
）
》
一

善
行

百
辨
岼
に
鋤
輪
岬
北
唾
唾
謹
峰
峠
野
趣
一

に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
申
し
川
た
も
の

金
木
町
大
字
金
木

一
垂

瑞
間
清
作
（
芦
野
観
光
タ
垂
や
叫
歩
》
一

金
一
万
円
を
「
困
っ
て
い
る
人
に
寄
附
一

善
行

昨
年
十
二
月
、
日
頃
た
く
わ
え
た
現
ゞ

し
た
い
」
と
申
し
出
た
も
の
・

金
木
町
大
字
金
木

津
肪
出
吾
（
昂
二
男
金
小
四
）

篝
行

昨
年
凶
月
拾
得
し
た
返
還
金
千
円
を
ゞ

「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
」
と
申
し
出
た
も
の
。

一

(津島昌吾君）
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嬢
事
蕊
挙
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!_厨 一
川
十
五
Ⅱ
、
『
成
人
の
Ⅱ
』
・
こ

の
冊
、
金
木
町
で
成
人
式
を
む
か
え
ら

れ
は
方
は
、
男
二
六
人
、
女
三
一
九

人
あ
わ
せ
て
二
山
五
人
で
す
。
金
木
町

中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
た
成
人
式
に

は
約
一
○
○
名
が
参
加
し
た
。
Ｈ
ご
ろ

成
人
式
へ
の
服
装
の
簡
素
化
が
い
わ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は
若

物
姿
で
い
ろ
ど
ら
れ
て
い
た
。

町
長
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
に
こ
た
え
て

金
木
町
北
新
町
の
角
田
挫
彦
芯
が
新
成

人
を
代
表
し
て
〃
行
勤
に
宙
任
を
も
ち

社
会
に
は
ず
か
し
く
な
い
り
っ
ぱ
な
お

と
な
に
な
り
ま
す
〃
と
答
辞
し
た
。

な
お
、
成
人
に
な
ら
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

塵一コ

一一一一‘琴リ
ご
成
年
お
め
で
と
う

貢
ぐ』

4

リンIII1

縦
毎
戸
国
■
■
・
一

盲
＝

：

蕊一一

（
昭
和
五
十
年
）

米
金
木
（
カ
ッ
コ
内
肚
州
七
）

〔
本
町
〕
鳴
海
裕
子
（
健
吉
）
安
食
多

喜
（
阿
部
光
二
〔
栄
町
〕
伊
藤
一
弘

（
イ
ト
）
福
肪
雄
次
（
本
人
）
〔
田
町
〕

福
士
六
千
雄
（
雑
次
郎
）
〔
南
新
町
〕

荒
間
六
郎
（
純
輔
）
山
崎
博
子
（
昭
三

渋
谷
鉱
（
幸
男
）
山
川
万
肌
子
（
ミ
ヨ
）

白
川
美
智
子
（
術
守
）
川
脇
成
子
（
静

子
）
脈
田
松
彦
（
松
術
）
〔
上
山
道
町
〕

杉
林
ま
り
子
（
勝
義
）
〔
中
山
道
町
〕

白
川
ケ
イ
子
（
及
左
エ
門
）
角
田
義
美

（
鮭
一
）
災
谷
川
良
治
（
は
る
）
佃
中

読
子
（
山
定
）
尼
野
川
子
（
穂
）
角
田

政
輝
（
ヰ
グ
）
森
薫
（
妙
子
）
〔
下
山

道
町
〕
川
中
外
（
又
山
郎
）
〔
美
晴
町
〕

高
橘
れ
い
子
垂
つ
ゑ
）
三
戸
裕
子
（

雄
造
）
鴫
海
Ⅲ
出
入
（
昭
治
）
対
馬
俊

次
（
友
一
）
〔
昭
和
町
〕
菌
西
好
子
（

再
代
志
）
荒
関
博
（
弥
太
郎
）
対
馬
勝

義
（
柾
逸
）
角
佃
金
光
（
キ
ヨ
）
川
中

外
（
良
治
）
大
沢
さ
だ
子
（
さ
と
み
）

〔
大
東
ヶ
丘
〕
和
旧
邦
夫
（
栄
之
進
）

加
藤
光
雄
（
ナ
シ
）
千
川
良
一
（
作
五

郎
）
三
上
ひ
ろ
子
（
紅
太
郎
）
〔
朝
日

町
〕
川
中
ま
り
子
（
作
太
郎
）
工
藤
初

恵
（
鉄
誠
）
近
藤
ト
モ
子
（
本
人
）
〔

神
明
町
〕
石
戸
祥
勢
津
子
（
定
二
石

戸
谷
久
治
（
鉄
郎
）
阿
部
敏
子
（
初
男
）

阿
部
ま
り
子
（
昭
一
）
石
戸
谷
鏡
治
（

市
次
郎
）
進
藤
公
弘
（
本
人
）
三
浦
鉄

夫
（
定
信
）
〔
北
新
町
〕
角
田
豊
彦
（

豊
四
郎
）
〔
芦
野
町
〕
脇
神
栄
子
（
菊

地
み
つ
ゑ
）
西
谷
八
寿
子
（
尚
）
成
川

京
子
（
脚
雄
）
中
山
英
子
（
進
）
〔
新

富
町
〕
外
崎
雅
裕
（
栄
）
秋
谷
吉
子
（

守
）
〔
若
松
町
〕
荒
井
明
美
（
滴
蔵
）

松
尾
弘
子
（
兵
五
郎
）
旧
中
拓
子
（
定
）

津
晶
英
実
（
勘
之
丞
）
〔
芦
野
団
地
〕

小
野
栄
子
（
正
三
）
〔
見
崎
町
〕
中
野

君
子
（
博
之
）
竹
内
秋
子
（
義
遊
）
小

山
内
伸
米
（
健
蔵
）
長
尾
時
子
（
再
代

吉
）
〔
・
小
川
町
〕
北
川
豊
子
（
亥
之
助
）

須
藤
貢
央
（
キ
ヌ
）
挺
内
景
子
（
披
沽
）

野
呂
季
子
（
敏
雄
）
〔
川
端
町
〕
花
川

公
仁
（
柾
三
〔
米
町
〕
太
田
宇
伊
子

（
礼
子
）
工
藤
せ
つ
子
（
光
雄
）
稲
井

定
治
（
キ
セ
）
〔
三
軒
町
〕
角
田
揃
子

（
正
雄
）
中
西
文
子
（
惣
七
）
〔
沢
部
〕

、
川
滴
文
（
滴
春
）
ｎ
川
波
津
子
（
嘉

四
太
郎
）
吉
田
通
子
（
完
造
）
白
川
直

子
（
弥
一
郎
）
〔
蒔
田
〕
白
川
百
合
子

（
鉄
夫
）
田
中
良
枝
（
柳
吉
）
川
中
秀

治
（
賢
三
）
吉
川
陽
一
郎
（
由
吉
）
吉

田
紀
子
（
滴
正
）
佐
野
一
（
繁
範
）
旧

中
俊
一
（
三
之
助
）
螺
滝
俊
治
（
稔
）

岡
旧
進
秋
（
タ
ご
行
田
ひ
ろ
子
（
義

勝
）
〔
湯
の
川
〕
足
野
茂
（
松
雄
）
成

田
京
子
（
砿
雄
）
〔
向
道
〕
渋
谷
匠
人

（
渉
）
秋
元
志
美
子
（
ツ
ョ
）
三
潟
耕

蔵
（
幸
治
）
〔
林
下
〕
秋
元
座
蔵
（
た

け
）
中
祥
徳
善
（
秀
山
郎
）
〔
女
坂
〕

泉
谷
忠
子
（
性
兵
衛
）
中
谷
繁
（
柵
二

〔
上
宇
田
野
〕
中
谷
け
い
子
（
三
山
郎
）

泉
谷
穴
秀
（
正
弘
）
泉
谷
睦
子
（
勝
則
）

〔
下
宇
田
野
〕
泉
祥
佳
司
（
正
義
）
泉

谷
博
治
（
偏
太
郎
）
泉
谷
幸
子
（
化
正
）

共
田
篤
弘
（
兼
春
）
三
潟
正
隆
（
蝕
淌
）

〔
藤
枝
〕
脈
川
久
江
（
敏
雄
）

米
嘉
瀬

〔
東
町
〕
秋
元
奈
々
子
（
タ
ケ
）
沢
Ⅲ

毅
（
繁
八
）
長
利
光
生
（
光
則
）
佐
藤

和
子
（
ス
メ
）
藤
元
朋
子
（
金
尼
）
〔

雲
雀
野
団
地
〕
太
剛
あ
つ
子
（
さ
き
）

〔
上
小
栗
崎
〕
野
宮
洋
子
（
サ
ダ
）
菊

地
シ
マ
（
由
太
郎
）
松
川
雅
行
（
チ
ヨ
）

松
川
竹
好
（
竹
新
）
松
川
幸
子
（
松
衛

門
）
〔
中
小
栗
崎
〕
沢
田
誠
（
サ
ワ
）

〔
下
小
栗
崎
〕
伊
藤
勇
（
爪
次
郎
）
伊

藤
恋
司
（
定
雄
）
〔
上
派
立
〕
平
井
渡

（
兼
閥
郎
）
〔
中
派
立
〕
工
藤
幹
行
（

君
男
）
野
呂
節
子
（
き
わ
）
〔
下
派
立
〕

神
品
毅
（
嘉
吉
）
鎌
川
換
（
善
七
）
〔

上
新
町
〕
対
馬
治
革
（
治
好
）
宵
山
秀

光
（
揃
雄
）
鳴
海
正
章
（
俊
三
）
蜥
局

い
ち
子
（
堵
太
郎
）
中
野
篤
春
（
本
人
）

〔
下
新
町
〕
木
下
尖
（
つ
れ
）
山
中
裕

紀
子
（
篠
一
郎
）
福
士
新
悦
（
桜
庭
千

美
）
〔
下
昭
和
町
〕
沢
川
亨
逸
（
旋
備
）

沢
川
玲
子
（
艦
）
今
ま
さ
（
翌
五
郎
）

〔
上
昭
和
町
〕
斎
藤
鉄
美
（
虹
占
）
浜

佃
秀
美
（
英
男
）
浜
川
睦
子
（
熊
吉
）

〔
本
町
〕
城
田
雅
文
（
旅
水
）
津
川
一

志
（
政
春
）
〔
車
町
）
鳴
海
と
き
（
徳

阿
郎
）
鴫
海
一
三
（
善
二
〔
冷
水
〕

米
塚
幸
子
（
フ
ズ
ョ
）
小
山
内
義
治
（

義
美
）
沢
田
利
彦
（
惣
市
）
〔
後
町
〕

沢
川
春
枝
（
政
孝
）
須
藤
寛
樹
（
繁
八
）

須
崎
宝
子
（
悠
悦
）
〔
下
古
町
〕
鳴
海

花
（
彦
二
平
川
由
一
（
常
丸
）
中
村

美
紀
子
（
喜
代
治
）
鳴
海
隆
二
（
為
之

助
）
木
村
三
一
三
（
み
せ
）
〔
新
誠
町
〕

津
町
均
一
セ
）
黒
川
弘
子
（
伊
佐
雄
）

吉
崎
耕
市
（
兼
雄
）
〔
上
鍛
治
町
〕
沢

田
幸
子
（
繁
市
）
〔
下
鍛
治
町
〕
斎
藤

裕
子
（
孟
滴
）
木
下
裕
之
二
二
）
野

戸
谷
せ
つ
子
（
孫
二
山
中
悦
子
（
良

治
）
沢
剛
鹿
子
（
薫
）
須
崎
鉄
子
（
正

之
助
）
〔
新
堤
町
〕
沢
田
春
光
（
兼
蔵
）

木
ド
さ
え
（
勝
雄
）
叩
旧
昇
（
再
一
郎
）

占
崎
光
子
（
長
巾
郎
）
〔
上
中
柏
木
〕

脈
川
都
々
子
（
藤
松
）
〔
下
中
柏
木
〕

服
川
巧
（
兵
刈
）

来
喜
良
市
．

〔
川
端
町
〕
今
藤
幸
（
兵
太
郎
）
古
川

秀
彦
（
タ
ョ
）
〔
下
町
〕
今
祐
子
（
徳

盛
）
今
一
（
哲
男
）
今
神
市
（
神
五

郎
）
今
千
児
（
清
作
）
〔
下
柏
木
〕
今

保
雅
（
定
男
）
伊
丸
岡
Ｈ
秀
（
昭
三
）

今
恵
美
子
（
勇
五
郎
）
今
弘
晃
（
す
み
）

古
川
礼
子
（
揃
士
雄
）
〔
南
本
町
〕
桑

川
厚
子
（
邦
衛
）
奈
良
健
刑
（
巾
三
郎
）

工
藤
正
子
（
定
二
三
上
ト
シ
（
友
三

郎
）
〔
北
本
町
〕
伊
藤
ま
り
子
（
ヤ
サ
）

近
藤
文
子
（
揃
春
）
今
順
子
（
忠
造
）

横
山
定
雄
（
定
五
郎
）
米
谷
栄
子
（
勝

十
郎
）
〔
下
派
立
〕
三
上
友
彦
（
ゾ
ョ
）

三
上
力
義
（
義
正
）
大
橋
美
津
子
（
政

古
）
〔
上
派
立
〕
大
橘
い
み
（
義
美
）

藤
元
久
子
（
唯
広
）
小
川
純
（
俊
彦
）

成
川
か
ね
よ
（
ヨ
デ
）
〔
野
崎
〕
葛
西

幸
子
（
幹
雄
）
棟
方
ひ
さ
子
（
勝
義
）

棟
方
幸
子
（
善
太
郎
）
棟
方
き
よ
子
（

文
治
）
工
藤
孝
（
正
）
〔
林
町
〕
岡
田

瑠
美
子
（
正
七
）
蔦
西
文
子
（
金
肛
郎
）

米
秤
猛
（
サ
ク
ラ
）
蔦
西
良
（
豊
四
）

〔
東
岩
見
町
〕
小
野
弘
昭
（
政
四
郎
）

桑
川
雅
弘
（
政
次
郎
）
小
野
美
樹
子
（
・

鉄
男
）
外
崎
勝
弘
（
謙
吉
）
西
村
正
二

（
隆
四
宮
崎
節
夫
（
与
太
）
今
信
子

（
王
蔵
）
〔
西
岩
見
町
〕
照
川
幸
彦
（

多
一
郎
）
鳴
海
由
紀
子
（
保
恥
）
〔
更

生
部
落
〕
・
山
川
教
男
（
修
二
奈
良
久

（
係
ご
古
川
良
三
（
仁
助
）
菊
池
治

代
（
良
治
）
〔
上
柏
木
〕
今
泰
ｆ
（
由

士
Ⅱ
）

三 ＝
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剛
士
而
概
は
、
Ⅱ
本
の
一
・
五
併
弱

人
川
は
半
分
以
下
で
、
岡
土
の
Ｗ
分
の

三
は
平
坦
地
で
、
全
面
械
の
六
○
パ
ー

セ
ン
ト
が
典
用
地
で
あ
る
。
北
緯
四
五

度
か
ら
五
三
度
の
間
に
あ
り
、
我
脚
で

い
え
ば
ち
ょ
う
ど
稚
内
（
北
海
道
）
以

北
に
あ
た
る
が
、
メ
キ
シ
コ
湾
流
の
膨

響
を
受
け
て
比
較
的
暖
か
く
、
冬
で
も

火
成
よ
り
多
少
寒
い
程
度
で
あ
る
。

典
業
の
労
働
生
産
性
は
ア
メ
リ
カ
の

半
分
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
の
三
分

の
一
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
乳

製
品
、
小
麦
、
砂
糖
、
ぶ
ど
う
酒
な
ど

を
輸
川
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、

野
菜
、
牛
肉
、
果
実
な
ど
は
輸
入
に
頼

っ
て
い
る
。
野
菜
、
牛
肉
な
ど
の
自
給

度
を
商
め
る
こ
と
が
政
府
の
方
針
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

●
農
業
政
策

幾
業
構
造
政
策
は
、
家
族
経
営
を
中

心
と
し
た
規
模
拡
大
と
離
艇
対
策
を
蛙

本
と
し
て
お
り
、
西
ド
イ
ツ
の
、
兼
業

農
家
へ
と
領
極
的
に
と
り
く
ん
だ
政
策

に
比
．
へ
る
と
対
照
的
で
あ
る
。

制
度
的
に
は
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
（
サ
フ
ェ

ル
）
ｌ
我
国
の
農
地
保
有
合
理
化
法
人

を
よ
り
強
力
に
し
た
も
の
ｌ
と
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｓ
Ａ
ラ
ァ
サ
サ
）
ｌ
農
業
老
齢
者

に
年
金
を
与
え
、
挫
業
か
ら
の
引
退
を

容
易
に
す
る
と
と
も
に
、
移
住
農
業
者

と
入
植
資
金
の
融
資
、
職
業
訓
練
の
た

め
の
交
付
金
を
与
え
る
活
勤
ｌ
が
二
本

の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

●
パ
リ
近
郊
の
農
家
訪
問

パ
リ
に
つ
い
て
二
日
目
、
私
達
は
パ

フ
ラ
ン
ス
の
農
業

中
谷
肇

リ
か
ら
四
○
～
九
○
キ
ロ
離
れ
た
モ
ー

と
い
う
町
の
豪
典
を
訪
問
し
た
。

町
の
戸
数
川
○
○
戸
、
平
均
経
憐
規

椣
は
三
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
経
憐
内
容
は
小
友
一
八
○
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
一
三
○
、
ビ
ー
ト
一
四
○

蠅
麻
八
○
、
馬
鈴
蒋
、
牧
蛾
、
リ
ン
ゴ

が
各
六
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
七
一
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

労
働
力
は
間
定
し
た
腱
夫
川
○
人
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
季
節
的

に
雁
っ
て
い
る
。
腱
機
具
は
雌
投
機
械

の
よ
う
な
大
き
い
機
具
が
多
い
。
修
理

工
場
は
山
人
働
い
て
い
て
、
鉄
工
所
の

よ
う
な
投
伽
で
あ
る
。
腱
園
は
た
だ
広

く
、
か
す
か
に
見
え
る
ポ
プ
ラ
並
木
が

境
だ
そ
う
だ
。

リ
ン
ゴ
閲
を
見
る
と
、
ワ
イ
性
台
の

本
場
だ
け
あ
っ
て
全
部
ワ
イ
性
で
、
ぶ

ど
う
仕
立
て
の
よ
う
に
支
柱
に
三
本
の

パ
ン
線
を
は
っ
て
そ
れ
に
枝
を
持
た
せ

た
や
り
方
で
、
バ
ン
線
が
な
け
れ
ば
枝

が
折
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
成
っ
て
い
た
。

色
な
ど
は
良
く
な
い
が
、
大
き
さ
、

味
は
悪
く
な
か
っ
た
。
ぶ
ど
う
は
日
本

と
Ｍ
じ
集
約
的
栽
培
で
あ
る
が
、
仙
菰

は
日
本
の
も
の
と
ち
が
う
し
、
食
べ
方

も
ち
が
う
ら
し
い
。
試
食
し
て
み
た
ら

味
も
良
か
っ
た
。
パ
リ
の
市
内
で
は
、

ぶ
ど
う
は
ど
こ
で
も
沢
山
売
っ
て
い
て

時
々
固
っ
て
食
べ
た
。

●
パ
リ
市
内
観
光

パ
リ
と
言
え
ば
花
の
都
、
マ
ロ
一
三

の
花
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
枇
界
で

雌
も
美
し
い
街
と
伝
え
ら
れ
る
。
私
達

一
．

（
そ
の
四
）

昭
和
四
十
九
年
十
一
〃
三
十
Ⅱ
を
も
（
昭
和
町
、
旭
ヶ
丘
川
地
）
中
両
コ
ゥ

っ
て
任
期
満
了
と
な
っ
た
金
木
町
民
生
（
美
附
町
、
下
山
道
町
）
藤
元
良
次
郎

委
旦
は
、
・
去
る
十
川
五
Ｈ
の
金
木
町
民
（
上
・
中
山
道
町
）
、
川
Ⅱ
川
雄
（
見

生
委
員
推
せ
ん
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
、
崎
町
、
芦
野
団
地
）
川
中
ヒ
サ
ヲ
（
若

雌
の
審
査
会
を
経
て
知
蛎
の
推
せ
ん
に
松
町
）
脈
、
敏
雄
（
藤
枝
）
成
川
砿
雄

よ
っ
て
十
二
月
一
冊
付
で
、
新
民
生
委
（
湯
の
川
、
向
道
）
中
谷
勝
三
（
林
下
、

ｕ
（
兼
児
童
委
口
）
が
厚
生
大
臣
か
ら
女
坂
）
泉
谷
地
太
郎
（
宇
川
野
）
今
睦

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
栄
（
大
東
ヶ
丘
）

委
嘱
さ
れ
た
新
委
貝
は
次
の
と
お
り
◎
嘉
瀬
地
Ⅸ

で
す
．
（
カ
ッ
コ
内
は
拠
洲
Ⅸ
城
）
脈
田
術
枝
（
中
柏
木
）
山
中
リ
エ
（
新

◎
金
木
地
Ⅸ
町
、
新
堤
町
）
松
川
良
一
（
小
栗
崎
）

秋
元
敬
子
（
神
脈
）
秋
元
画
衛
（
蒔
川
）
中
野
正
徳
（
東
町
、
上
・
中
派
立
）
工

、
川
滴
一
（
沢
部
）
松
尾
好
二
（
新
揃
藤
賢
治
（
昭
和
町
、
ｆ
派
立
）
小
山
内

町
、
三
軒
町
）
野
樹
敏
雄
（
小
川
町
、
義
美
（
冷
水
、
本
町
、
車
町
）
沢
川
チ

米
町
）
成
川
チ
セ
（
芦
野
町
、
浦
町
、
ョ
（
畑
中
、
後
町
）
沢
田
繁
市
（
鍛
冶

寺
町
）
角
川
久
光
（
南
新
町
、
川
町
）
町
、
新
誠
町
）
花
田
粕
胤
郎
（
占
町
）

三
上
和
子
（
栄
町
、
本
町
、
川
端
町
）
◎
喜
良
市
地
腱

石
戸
谷
定
一
（
北
新
町
、
神
明
町
）
角
今
武
七
（
下
町
、
川
端
町
）
古
川
嘉
之

旧
徳
太
郎
（
朝
Ⅱ
町
）
佐
々
木
男
治
助
（
柏
木
町
）
伊
藤
ト
シ
江
（
派
立
、

の
行
っ
た
時
は
、
マ
ロ
ニ
エ
の
火
は
削

れ
て
、
か
ら
が
コ
ロ
コ
ロ
路
上
に
落
ち

て
い
た
。
マ
ロ
ニ
エ
並
木
は
少
な
く
な

り
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
い
う
訳
で
は

な
い
そ
う
だ
。

パ
リ
で
一
番
多
い
観
光
存
は
ア
メ
リ

カ
人
で
、
次
は
Ⅱ
本
人
と
か
、
人
川
〃

ｎ
万
の
大
都
会
に
Ⅱ
本
人
が
Ｉ
刀
人
住

ん
で
い
る
の
で
、
ど
こ
を
歩
い
て
も
日

本
人
を
兄
か
け
る
。

枇
界
で
蛾
も
美
し
い
と
言
わ
れ
る
コ

ン
コ
ル
ド
広
場
は
、
他
の
多
く
の
場
所

と
Ｍ
じ
く
帝
政
と
雌
命
の
歴
史
に
つ
な

が
る
場
所
で
、
雄
命
当
時
は
雄
命
広
場

と
呼
ば
れ
、
一
し
九
三
年
、
洲
時
の
王

ル
イ
一
六
肌
は
一
品
広
場
で
ギ
ロ
チ
ン

に
か
け
ら
れ
た
．
そ
の
他
二
年
半
の
Ⅲ

新
民
生
委
員
委
嘱
さ
る

Ｔ

に
約
三
一
千
心
が
断
蝋
台
の
露
と
消
え
た

そ
う
だ
。
中
央
に
あ
る
オ
ベ
リ
ス
．
ク
（

方
尖
琳
）
は
エ
ジ
プ
ト
王
が
ル
ィ
、
フ

ィ
リ
ヅ
プ
に
献
上
し
た
も
の
だ
そ
う
だ

東
に
カ
ル
ゼ
ー
ル
の
凱
施
門
と
背
後
に

ひ
ろ
が
る
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
（
杣
は
桝

殿
で
あ
っ
た
）
を
望
み
、
北
は
真
正
伽

に
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
、
閥
に
は
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
通
り
の
は
ず
れ
に
あ
る
エ
ト
ワ

ー
ル
の
凱
施
門
が
、
そ
し
て
南
は
セ
ー

ヌ
の
流
れ
を
は
さ
ん
で
ブ
ル
ボ
ン
宮
殿

と
定
確
な
均
衡
美
を
見
せ
て
い
る
。
盤

近
い
。
ハ
リ
の
空
は
霧
も
消
え
、
』
り
っ
す

ら
と
エ
ヅ
フ
ェ
ル
塒
が
兄
え
た
。
こ
の

略
は
一
八
八
九
年
の
仙
界
博
俺
会
を
肥

念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
尚
さ
二

１
メ
ー
ト
ル
。
現
在
フ
ラ
ン
ス
放
送
の

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り

大
西
洋
を
結
ぶ
妓
初
の
国
際
地
話
の
屯

波
を
受
送
し
た
の
も
｝
尻
ア
ン
テ
ナ
だ

と
い
う
。
東
京
タ
ワ
ー
の
よ
う
に
観
光

川
の
峡
馴
合
な
ど
特
別
な
も
の
は
兇
あ

た
ら
な
か
っ
た
。
エ
ト
ワ
ー
ル
唾
場
に

立
つ
凱
施
門
は
、
枇
界
一
の
ス
ケ
ー
ル

を
も
つ
パ
リ
随
一
の
瑞
所
で
も
あ
る
。

名
所
、
旧
跡
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多

く
、
ほ
と
ん
ど
観
光
に
時
間
を
さ
い
た

私
達
も
チ
ラ
シ
と
一
応
見
た
と
い
う
だ

け
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
ル
ー
ブ
ル
博
物

館
の
叩
を
全
部
見
る
と
三
週
間
か
か
る

と
か
。
私
達
は
そ
の
一
部
、
モ
ナ
リ
ザ

や
ビ
ｊ
ナ
ス
の
あ
る
所
を
一
時
間
で
か

け
足
し
て
見
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

双
葉
町
）
工
藤
定
一
（
本
町
）
小
野
セ

ツ
（
林
町
、
野
崎
）
小
野
政
五
郎
（
掛

兇
町
）
工
藤
俊
男
（
更
生
部
落
）

今
年
も
例
年
ど
お
り
男
山
十
二

歳
、
女
三
十
三
歳
の
厄
払
い
が
、

一
川
岨
Ⅱ
金
木
町
中
央
公
民
館
で

合
川
で
行
な
わ
れ
た
が
、
厄
払
い

を
し
た
人
々
の
申
し
出
に
よ
り
、

金
木
老
人
ク
ラ
ブ
へ
五
千
円
、
金

木
町
の
趾
ｆ
世
帯
へ
一
万
九
千
円

あ
わ
せ
て
二
万
円
の
寄
附
が
あ
っ

た
。
無
聯
に
こ
の
厄
年
を
お
く
れ

る
よ
う
祈
願
し
て
行
な
わ
れ
る
厄

払
い
で
寄
附
金
が
で
き
た
の
は
、

と
て
も
よ
ろ
こ
ば
し
い
。
町
で
も

雌
子
批
帯
へ
の
激
励
金
と
し
て
大

切
に
使
い
た
い
、
と
い
っ
て
い
る

厄
払
い
よ
り
寄
付

金
木
老
人
ク
ラ
ブ
へ
五
千
円

母
子
枇
帯
へ
一
万
五
千
円
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源
泉
所
得
税
の
還
付
申
告
は

一
月
一
Ｈ
か
ら
で
き
ま
す

次
の
よ
う
な
人
は
、
な
る
．
へ
く
早
目

に
叩
杵
し
て
税
金
の
還
付
を
う
け
て
く

だ
さ
い
。

○
外
交
且
、
築
金
人
な
ど
で
報
酬
を
受

け
た
際
に
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
お
り
、

確
定
申
告
に
よ
り
還
付
と
な
る
人
。

○
給
与
所
得
者
で
昭
和
四
十
九
年
の
中

途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
い
た

め
、
年
末
洲
雛
を
受
け
な
い
人
。

○
給
与
所
得
者
で
、
雑
扱
控
除
や
医
療

掛
控
除
、
仇
宅
所
得
控
除
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
。

○
昭
和
四
十
九
年
の
所
得
が
少
な
く
、

利
子
所
得
や
配
当
所
得
、
原
稿
料
な
ど

が
あ
る
人
。

○
予
定
納
税
を
し
て
い
る
が
、
確
定
申

侮
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

町
で
は
、
町
民
の
呰
様
に
ご
利
川
い

た
だ
い
て
い
る
「
あ
な
た
の
提
案
箱
」

に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
に
お
い
て
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
行
政
協
力
を
、
な
お
一
肘
効
果

あ
る
も
の
に
し
た
い
た
め
、
毎
月
十
日

（
士
、
Ⅱ
、
祭
Ⅱ
は
翌
Ⅱ
、
午
後
一
時

か
ら
役
場
三
階
に
て
）
を
「
町
民
特
別

杣
淡
Ⅱ
」
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
侍
さ
ま
に
は
、
Ⅱ
頃
気
の
つ

い
た
ご
要
戦
や
、
苦
竹
祁
淡
（
ど
ん
な

も
の
で
も
結
構
で
す
）
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
各
課
窒
の
尚

任
者
に
よ
る
懇
切
丁
寧
な
る
解
答
、
指

導
助
両
を
い
た
し
ま
す
。

『寓言了1
1･･－．･｛

号
■
Ｃ
ｅ
■
●
■
且
寺
邑
、
■
巳

お
知
蔓
せ

町
民
特
別
相
談
日
開
設

毎
川
、
Ⅱ
（
ｋ
、
Ｈ
、
祭
は
翌
Ⅱ
）

Ｌ
Ｕ
０
Ｉ
甲
且
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
６
６

憧当

Ｈ
赤
金
木
町
分
ば
で
は
、
二
月
一
Ｈ

か
ら
昭
和
圧
十
年
度
社
ｕ
墹
強
述
動
を

岐
開
い
た
し
ま
す
。

こ
と
し
の
洲
分
Ⅸ
の
Ⅱ
標
額
は
七
十

流
〃
円
で
す
・

一
肚
併
で
一
人
は
必
ら
ず
三
ｎ
円
以

止
の
社
ｕ
に
な
り
、
赤
十
字
聯
業
の
推

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
哩
川
肺
州
分
）

（
郷
杣
優
稚
一
郵
岳
窕
封
一
睦
汕
幟

（
郵
州
た
怨
暹
一
識
乖
３
劃
一
津
庫
糾

（
副
細
搾
割
一
鍔
凱
郎
坪
型
一
癖
浜
輝

（
濡
蝦
夢
蕊
姦
糯

（
皿
御
鋤
搾
一
峰
峠
唾
挫
一
露
盤
畔

（
榊
報
悦
趣
一
畦
排
認
挫
一
幟
石
稚

（
確
誰
谷
蓉
到
一
州
聿
五
恥
甥
鋒
訓
釧
杯

（
癖
栂
垂
耐
一
鋤
匡
郎
睦
趨
一
雌
ヶ
“

（
岼
州
鉦
蕃
一
蝿
奉
卿
峰
鋤
一
麺
所
赫

（
吟
蹄
啼
誌
一
嘩
罐
郎
鐸
甥
一
標
里
噸

（
岬
怖
久
挙
稚
霊
港
瀝
竺
謝
里
輌

気

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
に
ご
協
力
を
ノ
．

進
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

近
く
町
内
会
長
、
部
落
会
長
、
民
生

委
凸
、
行
政
協
力
委
瓜
、
Ⅱ
赤
協
儲
委

貝
葬
の
奉
仕
者
が
艇
川
を
ま
わ
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
Ⅱ
赤
金
木
町
分
に
）
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
理
〃
刷
川
分
）

叩
芥
純
子
（
卿
作
及
女
）
金
木

小
向
利
津
ｆ
（
政
義
長
女
）
金
木

加
藤
英
昭
（
伽
及
男
）
金
木

今
典
尚
子
（
弘
撫
蛙
女
）
喜
良
市

蝦
端
災
群
（
薫
及
女
）
金
木

鳴
海
孝
光
（
金
光
及
男
）
嘉
瀬

野
宵
誉
史
（
治
腿
男
）
金
木

山
中
珠
美
（
満
存
民
女
）
斑
瀬

伊
丸
岡
通
（
醗
文
災
男
）
喜
良
市

、
川
力
（
山
徳
災
男
）
嘉
瀬

城
川
友
美
（
リ
四
郎
２
女
）
中
柏
木

今
紀
世
（
輝
野
艇
女
）
喜
良
市

浅
利
善
仁
（
光
安
促
男
）
川
倉

稲
川
哲
也
（
術
人
及
男
）
金
水

荒
側
一
が
（
脇
八
２
男
）
金
木

凸
川
し
ず
か
（
秀
武
及
女
）
喜
良
市

川
Ⅱ
斗
永
（
新
造
２
男
）
時
川

杉
山
和
寛
（
広
隆
男
）
中
柏
木

膿
川
志
保
子
（
和
純
２
女
）
金
木

服
沌
雅
久
（
忍
及
男
）
金
木

徳
川
朱
災
（
爪
災
女
）
蒔
川

佐
藤
雅
誉
（
昭
雄
焚
男
）
金
木

脈
川
大
（
寛
挺
男
）
粥
瀬

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

而
川
朏
出
分
）

中
谷
健
占
（
獅
才
）
‐
川
倉

前
川
元
太
郎
（
砺
才
）
川
倉

岡
川
さ
み
（
氾
才
）
喜
良
市

◇
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博
志
（
兼
五
郎
４
男
）
五
所
市

礼
子
（
初
三
郎
２
女
）
喜
良
市

憲
（
政
孝
長
男
）
嘉
瀬

智
代
（
伝
次
郎
２
女
）
中
里
町

明
好
（
元
吉
４
男
）
喜
良
市

令
子
（
朝
十
郎
艮
女
）
茨
城
県

清
春
（
満
作
２
男
）
神
奈
川

弘
子
（
束
一
及
女
）
金
木

武
憲
（
勝
雄
長
男
）
青
森
市

童
子
（
跡
一
郎
４
女
）
金
木

■
ご
■
■
口
笛
■
８
９
日
日
巴
Ⅱ
Ⅱ
ｇ
Ⅱ
０
６
Ⅱ
０
低

米
谷
豊
七
（
妬
才
）
喜
良
市
一

向
川
ョ
、
ン
（
副
才
）
川
倉
ニ

エ
藤
み
や
（
諏
才
）
嘉
瀬
｜

工
藤
ハ
ョ
（
兜
才
）
藤
枝
一

今
爪
泓
郎
（
鮨
才
）
喜
良
市
一

柵
沖
健
志
（
調
才
）
喜
良
市
一
一

（
皿
川
脳
脳
分
）
一
一

中
谷
福
一
（
諏
才
）
川
倉
》

角
田
平
内
（
万
才
）
金
木
》

棟
方
善
太
郎
（
卵
才
）
喜
良
市
ゞ

木
村
イ
子
（
池
才
）
金
木
一
呼

成
川
俊
美
（
鍋
才
）
中
柏
木

沢
川
シ
ワ
（
師
才
）
嘉
瀬

秋
元
進
（
犯
才
）
金
木

平
野
栄
一
（
卵
才
）
金
木

（
吃
川
脳
出
分
）
ゞ

秋
元
キ
セ
（
調
才
）
蒔
田
｝

西
村
隆
耕
（
ｎ
才
）
喜
良
市
一

山
田
弥
吉
（
師
才
）
金
木
一

金
烏
永
吉
（
的
才
）
川
倉

西
村
周
三
（
帥
才
）
喜
良
市
》

菊
池
秀
川
（
”
才
）
喜
良
市
言

藤
元
キ
ヌ
（
舵
才
）
喜
良
市
一

大
将
ふ
み
（
妬
才
）
川
倉
一

蛸
励
重
吉
（
田
才
）
嘉
瀬

鳴
海
久
男
（
ｎ
才
）
嘉
瀬

鎌
田
岱
廠
（
媚
才
）
嘉
瀬

秋
元
キ
サ
（
ぬ
才
）
川
倉
《

加
藤
弥
左
衛
門
（
刀
才
）
喜
良
市
一

平
山
ト
メ
（
硫
才
）
金
木
一
￥

藤
野
ち
ゑ
（
閖
才
）
金
木
一

五
十
川
タ
キ
（
諏
才
）
金
木
－

１
ｍ
、
｝

十
二
〃
発
行
の
〃
金
木
だ

よ
り
〃
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た

戸
籍
の
窓
口
の
う
ち
「
お
く

や
み
申
し
上
げ
ま
す
」
が
、

紙
面
の
都
合
に
よ
り
今
回
掲

載
と
な
り
ま
し
た
。
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